
  2013年 10月 30 号 

発行：滝沢村北部コミュニティセンター 〒020-0173 滝沢村滝沢字巣子 148 Tel 688-5111 

ホームページ  http://www.takizawa-hokubu.com/ 

    

い
わ
て
の
森
林
の
感
謝
祭
が 

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

爽
や
か
に
秋
空
が
ひ
ろ
が
っ
た
9
月
23
日
（
秋
分

の
日
）
に
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
を
主
会
場
に
「
第
6
回
い

わ
て
の
森
林
（
も
り
）
の
感
謝
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
北
側
の

広
場
に
、
達
増
知
事
や
柳
村
村
長
ら
に
よ
り
滝
沢
村
の

木
で
あ
る
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
記
念
植
樹
さ
れ
、
立
派

な
記
念
の
標
柱
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
北
部
地
域
の
小
中
学
生
を
中
心
に
、
参
加

者
に
よ
り
600
本
の
桜
の
苗
木
が
北
部
コ
ミ
セ
ン
周
辺

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
北
の
湯
の
利

用
者
の
顔
も
あ

り
、
皆
さ
ん
楽
し

そ
う
で
し
た
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、
一
本
木

中
学
校
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
一
本

木
さ
ん
さ
」
や
、

自
衛
隊
岩
手
駐

屯
地
の
「
巖
鷲
太

鼓
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
が
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
も
見

事
で
し
た
。 

数
台
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
い
分

け
て
、
一
本
の
丸
太
か
ら
作
品
を
彫
り
出
す
の
で
す
。 

作
品
は
北
部
コ
ミ
セ
ン
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
北
側
の
広
場
に
置
い
て
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
上
部
に
鷲
、
中
央
に
熊
、
下
部
に

鮭
が
彫
ら
れ
て
ま
す
よ
。 

 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 

11
月
2
日
（土
）は 

北
部
コ
ミ
セ
ン
祭
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

 
滝
沢
村
北
部
コ
ミ
セ
ン
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
で
第
28
回
で
す
。 

 

歌
や
踊
り
、
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ど
の
賑
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
と
、
保
育
園
・
小
中
学
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
一
般
の

方
々
の
陶
器
や
手
芸
、
書
な
ど
の
展
示
が
楽
し
め
ま
す
。

食
堂
や
軽
食
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
産
直
な
ど
も
地
元
団

体
の
協
力
で
出
店
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
今
年
の
郷
土
芸
能
紹
介
コ

ー
ナ
ー
は
「
滝
沢
村
さ
ん
さ
踊

り
保
存
会
」
で
す
。
秋
の
一

日
を
北
部
コ
ミ
セ
ン
祭
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。 

ア
ニ
メ
映
画
会
の
お
知
ら
せ 

 

ふ
る
さ
と
交
流
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
人
気
の
、
滝

沢
村
湖
山
図
書
館
に
よ
る
小
さ
な
映
画
会
「
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
」
が
、
今
年
も
北
部
コ
ミ
セ
ン
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

 

楽
し
い
ア
ニ
メ
映
画
が
3
作
品
上
映
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
上
映
作
品
◇ 

●
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」 

●
「
灯
台
の
ゆ
か
い
な
な
か
ま
た
ち
」 

●
「
源
吉
じ
い
さ
ん
と
子
ぎ
つ
ね
」 

○
11
月
16
日
（
土
） 

14
：
00
～
15
：
30 

○
北
部
コ
ミ
セ
ン
研
修
室
・
入
場
無
料 

 

◆
今
月
の
滝
沢
村
の
文
化
財
展 

村
指
定
史
跡 

は
ち
ま
ん
た
て
や
ま
い
せ
き 

八

幡

館

山

遺

跡 
 

大
釜
字
白
山
の
八
幡
館
山
は
標
高

246.8
ｍ
、
麓
と
の
標

高
差
は
70
～
80
ｍ
で
、
北
か
ら
南
に
走
る
尾
根
の
先

端
部
が
く
び
れ
た
、
独
立
し
た
様
相
の
山
で
す
。 

 

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
良
く
、
大
釜
地
区
か
ら
遠
く
盛

岡
ま
で
の
一
帯
を
見
渡
せ
ま
す
。 

 

16
世
紀
末
ま
で
使
用
さ
れ
た
山
城
で
、
古
代
か
ら
中

世
に
い
た
る
山
城
の
変
遷
を
解
く
鍵
を
握
る
、
謎
を
秘

め
た
遺
跡
で
す
。 

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 
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○
月
○
日 

雨 

 

先
日
の
森
林(
も
り)

の
感
謝
祭
。
北
部
コ
ミ
セ
ン
周

辺
は
お
お
い
に
賑
っ
た
。
担
当
者
に
人
数
を
聞
く
と

「
も
う
何
が
何
だ
か
…
900
人
は
超
え
て
い
る
！
ふ
ぅ

…
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。 

こ
こ
数
カ
月
、
準
備
に
奔
走
す
る
村
農
林
課
の
皆
さ

ん
を
見
て
き
た
。 

周
辺
の
松
や
杉
を
伐
採
し
て
桜
の
苗
木
を
植
え
る

場
所
の
選
定
と
作
業
の
手
配
、
当
初
駐
車
場
を
予
定
し

て
い
た
メ
イ
ン
会
場
を
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
変
更
し

て
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
か
ら
、

参
加
記
念
品
の
袋
詰
め
や
餅
ま
き
用
の
餅
の
手
配
ま

で
。
当
日
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
大
集
会
室
で
昼
食
を
と

る
小
中
学
校
3
校
の
配
置
も
決
め
な
け
れ
ば
…
。 

開
催
日
が
近
く
な
り
、
近
隣
自
治
体
か
ら
鍬
や
ス
コ

ッ
プ
が
集
め
ら
れ
、
前
々
日
に
は
苗
木
も
届
い
た
。
参

加
者
が
苗
木
を
植
え
る
場
所
の
目
印
と
苗
木
の
添
木

に
、
600
本

の
細
竹
を

ポ
イ
ン
ト
、

ポ
イ
ン
ト

に
差
し
て

ゆ
く
作
業

も
あ
る
。 

 

村
農
林
課

の
職
員
が
ず

っ
と
準
備
に

奔
走
す
る
姿

を
見
て
い
た

所
長
が
「
晴
天

で
岩
手
山
が

見
え
る
天
気

に
し
て
や
り

た
い
な
」
と
何

度
も
つ
ぶ
や

い
て
い
た
の

だ
が
、
当
日
は
ま
さ
に
最
高
の
秋
晴
れ
！ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
仮
設
ス

テ
ー
ジ
で
挨
拶
す
る
達
増
知
事
や
柳
村
村
長
の
バ
ッ

ク
に
岩
手
山
が
そ
び
え
た
つ
見
事
な
眺
め
だ
っ
た
。

（
開
会
式
後
一
時
雲
に
隠
れ
た
が
、
閉
会
式
で
ま
た
姿

を
見
せ
た
の
だ
っ
た
） 

 

感
謝
祭
を
締
め
く
く
る
盛
大
な
餅
ま
き
の
あ
と
、
ス

タ
ッ
フ
総
出
で
の
会
場
の
撤
収
。
コ
ミ
セ
ン
の
長
机
や

パ
イ
プ
椅
子
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
ゴ
ザ
や
茶
碗
や
灰

皿
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
戻
っ
て
く
る
。 

目
途
が
つ
い
た
こ
ろ
、
農
林
課
の
担
当
者
が
「
こ
こ

で
開
催
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

北
部
コ
ミ
セ
ン
は
（
古
い
け
ど
）
備
品
が
揃
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
う
が
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
少
し
で
も
力

に
な
れ
た
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
。 

 
 

 

（
塩
田
） 

                           

北
コ
ミ
日
記 

北 の 湯 開 設 日    ★健康相談日 

１０月１５日（火） ★１０月１８日（金） 

１０月２２日（火） ★１０月２５日（金） 

１０月２９日（火） ★１１月 １日（金） 

１１月 ５日（火） ★１１月 ８日（金） 

１１月１２日（火） ★１１月１５日（金） 

健康相談 

ご利用ください 

毎週火・金曜日 午後１時～５時 

無料 ６０歳以上の村民の方対象 

 

 

２４節気 72候 寒露 菊花開く きっかひらく 

菊の花が咲きはじめるころ。菊は初め薬草として、奈良時代に

中国から伝わったとか。     ◇日本の七十二候を楽しむ（東邦出版）より 

感謝祭に合わせて地元老人クラブ・末広会（代

表・瀬川拓郎さん）が、ボランティアで花壇の手入

れをしてくださいました。ありがとうございました。 


